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A Survey on the Winery Tasting Room Employees’ Profiles and 







道府県にワイナリーがあり、日本ワインが造られている。国税庁が 2017年 11 月に発行し
た「国内製造ワインの概況（平成 28年度調査分）」によると、同調査に回答があったワイナ
リー数 231のうち、年間生産規模が 100kl以下のワイナリー数は 190であり、日本におけ
る全ワイナリー数の 82%が小規模ワイナリーであることが分かる。そして日本ワイン産業
の多くを占める小規模ワイナリーは、ワイン特区制度や各地域の支援策に支えられ、およそ











って顧客獲得につなげることができる、ということである（Cuellar, et al. 2012）。さらに
Gomez（2010）は、テイスティングルームにおいては顧客満足度を高めることが売上の向
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2 国税庁が発表した 2017年 3月 31日における国内のワイナリー数は 283である。 
3 生産規模別企業数を 2006年度と 2016年度において比較すると、年間生産規模が 100kl以下のワイナ


































































要とされている（Thach and Olsen 2003）。 










できるワイナリー76社にアンケート調査表を郵送した。調査期間は 2018年 10月 19日か





















が 2.3人、他業務を兼ねた従業員が 2.2人であった（図 3）。 














ルームを設置している全ワイナリーの 65%を占め、いないワイナリーは 11 社で 35%であ
った（図 6）。 
図 5 テイスティングルームで働く従業員の有資格者数 
 










管理者、エノログ 4、Graduate Diploma of Oenologyが各 1人であった（図 7）。 
図 7 テイスティングルームで働く有資格者の資格内容 
 
テイスティングルームの従業員に職場内訓練を実施しているワイナリーは 18社、実施し
ていないワイナリーは 13社と、実施しているワイナリーがやや多い（図 8）。 
図 8 テイスティングルームの従業員に対する職場内訓練の実施 









ては 15 社、ワインの売り方については 13 社、ホスピタリティ、おもてなし等の接客につ
いては 12社、ワイン造りについては 10社、葡萄栽培については 8社、その他は 2社が実
施しており、各数字の右側には、職場内訓練を実施しているワイナリーに占める割合を記載
している（図 9）。 
図 9 テイスティングルームの従業員に実施している職場内訓練別ワイナリー数 
 
職場内訓練が実施される頻度については、各項目別に以下の結果となった（図 10）。 
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